
               TTC 提案山行実施記録表     ２０１２年７月０２日 報告者： 三村義昭 

山行名 雄国沼・デコ平湿原フラワ－トレッキング   [猫魔ｹ岳 1404m/福島県]   

実施日 平成２４年６月３０日(土)～７月０１日(日) １泊２日  1５人乗ハイエ－ス利用 

天候／参加人員 天候：実行欄記載  レベル：★☆  参加者：申込８名/実施８名（男２名／女６名） 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ CL/計画/写真:、SL、会計:、救護:、ﾄﾞﾗｲﾊﾞ：    スタッフ名削除 

参加メンバ  TTCメンバ：6名 

ゲスト参加：2名              氏名削除 

費用 

 

 

 

TTC カンパ金 

 ￥５００ 

約２８，２００円（交通費￥１６，８８８＋宿泊費￥１１，２５０+ＴＴＣｶﾝﾊﾟ金￥６２） 

内訳：［交通費］ﾊｲｴ-ｽﾚﾝﾀﾙ料(@25000x2)\50,000、燃料代（往路 370+帰路 380+待機 50）(@125x800/5) 

\20,000、高速料金（東名@1450x2+首都高速@900x2+東北･磐越道往路(東京-磐梯河東:通勤割 5,750)+

同帰路(猪苗代-東京:通勤割\5400)）\15,850、ﾄﾞﾗｲﾊﾞ謝礼(@18000x2+宿泊加算 2000)\38,000、ﾄﾞﾗｲﾊﾞ

宿泊費\11,250／交通費計\135,100/一人当たり￥16,888、［宿泊費］休暇村裏磐梯(@11,100+入湯税

150)\11,250、集金(28,200x8)\225,600－費用合 225,100＝残金 500(TTC ｶﾝﾊﾟ金会計へ) 

歩行/行動時間 猫魔ｹ岳～雄国沼(6/30) デコ平湿原～早稲沢（7/01） 

歩行時間 休憩時間 行動時間 歩行時間 休憩時間 行動時間 

 ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ ３：４０ ― ― ２：００ ― ― 

計画 ４：０５ ２：５５ ７：００ ２：１５ ２：００ ４：１５ 

実行 ４：３８ １：１１ ５：４９ ２：１４ ０：３９ ２：５３ 

実行コースタイム記録 

◆6/30(土) 天候：終日晴（雄国沼ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ：累積標高差登り300m/下り550m/歩行距離12km/歩行約25,000歩） 

   1 名   2 名      5 名      東名/首都高速中央環状経由        (ﾄｲﾚ休憩)  東北道/磐越道   (ﾄｲﾚ休憩) 

 荻野新宿=(妻田)＝＝本厚木ﾖ-ｶﾄﾞ前＝＝東名厚木 IC=＝東京料金所＝＝用賀 PA＝＝浦和料金所＝＝羽生 PA＝＝郡山 JCT 

 6:00         6:13       6:19      6:40    6:54/7:02    8:11   8:36/8:48    10:34 

 (ﾄｲﾚ休憩)   ｺﾞ-ﾙﾄﾞﾗｲﾝ無料開放中 (昼食/ﾄｲﾚ) 1:03   0:22  1:06 (ﾄｲﾚ休憩)  0:43（湿原木道一周）0:24  1:00 

 磐梯高原 SA＝＝磐梯河東 IC＝＝八方台登山口――猫魔ｹ岳――猫石――雄国沼休憩舎――雄国沼湿原――休憩舎―― 

10:55/11:05   11:10      11:41/12:11 13:14/13:23 13:45/13:50 14:56/15:05   15:48/16:03 16:27/16:30 

 雄子沢登山口＝＝休暇村裏磐梯(泊)    夕食 18:30～19:45／就寝 21:00～22:00 

 17:30/17:35   17:47到着 

◆７／０１(日) 天候：曇後日中晴､のち雨（デコ平湿原ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ：累積標高差登り 50m/下り 350m/歩行距離 6km） 

朝食 7:30～           悪路林道走行  (体操/雨具着用)  0:10    湿原一周  0:19 (雨具脱)  0:08      0：33      0:35            

 休暇村裏磐梯＝＝ｸﾞﾗﾝﾃﾞｺｽｷ-ｾﾝﾀ＝＝ﾃﾞｺ平湿原登山口――ﾃﾞｺ平湿原入口――ﾃﾞｺ平湿原――入口(分岐)――百貫清水― 

 9:00        9:23        9:35/9:52     10:02      10:21/10:28  10:36    11:03/11:13 

   0:29    (ﾄｲﾚ/体操)     (昼食/温泉入浴)    (ﾐﾔｹﾞ・休憩)       矢板付近事故渋滞約 20 分/藤岡佐野～加須渋滞 18km/70 分） 

 布引滝――早稲沢登山口＝＝休暇村裏磐梯＝＝柏屋猪苗代店＝猪苗代 IC＝郡山 JCT＝＝上河内 SA＝＝浦和料金所＝ 

11:48/11:59 12:28/13:43   13:05/14:32    14:55/15:10  15:14    15:30   16:53/17:09   18:53   

(ﾄｲﾚ/夕食) 大橋 JCT 渋滞 3km 

川口 PA＝＝東京料金所＝＝厚木 IC＝＝本厚木駅＝＝妻田＝＝荻野新宿 

18:59/19:26   20:40    21:01     21:08       21:25到着 

◆交通アクセス(所要時間) 

往路（厚木ﾖ-ｶﾄﾞ-前→八方台/土曜日） ５：２８ ／ 復路（猪苗代 IC→本厚木ﾖ-ｶﾄﾞ前/日曜日） ５：５４ 

コースの概要、特記事項、反省事項等 

 ７月上旬になると、湿原一面が黄色に染まるﾆｯｺｳｷｽｹﾞの群生地として名高い雄国沼のﾌﾗﾜ-ﾄﾚｯｷﾝｸﾞが候補に挙

がり、報告者が提案山行としての立案とＣＬを引き受けた。当初、ｸﾞﾗﾝﾃﾞｺｽｷ-場の登山ｺﾞﾝﾄﾞﾗを利用して、西

吾妻山の登山との組み合わせを考えたが、夏山ｺﾞﾝﾄﾞﾗの運転開始が 7/14(土)からとわかり、このﾌﾟﾗﾝは断念し

た。その代り NETで調べてみるとｽｷ-ｹﾞﾚﾝﾃﾞの少し西斜面に広がるﾃﾞｺ平湿原に、6/下旬になると見事なﾜﾀｽｹﾞ

の群落が見られることが分かった。また、ここから百貫清水と布滝を経由して早稲沢に至る静かな森林浴ｺ-ｽ

があることも分かった。そこで、雄国沼のﾆｯｺｳｷｽｹﾞとﾃﾞｺ平湿原のﾜﾀｽｹﾞの両方同時期に見られるのは、6/30-7/1

の週末しかないと、実施をこの週末に絞った。裏磐梯は高原ﾘｿﾞ-ﾄ地として有名であるが、正直満足できる泉

質の温泉がない。その中でも、温泉・宿泊設備・食事・地の利もまずまずで、ﾘ-ｿﾞﾅﾌﾞﾙな価格で宿泊できる休

暇村裏磐梯を宿泊地に選定し、早々に 20名分/和室 5室を仮予約した。5 月例会で参加者を募集したところ、



TTC ﾒﾝﾊﾞからは 6名しか応募者がなかったことから、TTC設立発起人のお一人であるＭさんと、TTC 創立時ﾒﾝﾊﾞ

の大半と設立以前からの岳友であるＫさんをお誘いして、8 名のﾒﾝﾊﾞとし、Ｉﾄﾞﾗｲﾊﾞ運転の 15人乗ﾊｲｴ-ｽにて

実施することにした。梅雨の最盛期でお天気が最大の心配事。3日前の天気予報で、6/30 は晴基調、7/01は曇

のち雨の天気予報がほぼ固まった。そこで、天気の良い 6/30に行動時間の長い雄国沼、天気が悪い 7/01はﾃﾞ

ｺ平湿原と当初計画の日程を入れ替えることにし、その旨参加者にｱﾅｳﾝｽして、事前了解を頂いた。 

◆6/30(土)： 天気の良い週末とあって、首都高が混み合い、浦和料金所まで 2時間を要したが、東北道･磐越

道は車の量は多いものの順調に走り、目的地の八方台登山口に、11:42に到着。もし、到着が正午を回ってし

まったときは雄子沢登山口からのﾋﾟｽﾄﾝに変更しなければならないかもと考えていたが、ｷﾞﾘｷﾞﾘ間に合った。

これなら予定のｺ-ｽを回って、何んとか 6:00PMまでに下山可能と踏んだ。 

 駐車場は勿論、道路の路肩も登山者の車であふれかえり、続々とﾊｲｶがやってくる盛況ぶり。八方台の休憩

舎で昼食とﾄｲﾚを済ませてから、猫魔ｹ岳に向けて正午過ぎに出発。からりと晴れわたり、心地よい風が吹く絶

好の登山日和の中、ﾌﾞﾅ林の緩やかな登り 1 ﾋﾟｯﾁで、本日の最高峰 1404mの猫魔ｹ岳頂上に到着。東に大きく聳

え立つ磐梯山、櫛ｹ峰の稜線の上に安達太良山頂上の乳首がのぞく。南には猪苗代湖と南会津の山並み、北に

目を転ずれば、檜原湖の先に吾妻連峰が連なり、明日訪ねる予定のｸﾞﾗﾝﾃﾞｺｽｷ-場がくっきり見渡せる。一等三

角点は頂上露岩の 50m 先にあった。次のﾋﾟ-ｸ猫石まで進むと、西側の眺望が開け、眼下に雄国沼と湿原の眺望

が一気に広がり、遠景に大量の残雪を戴く飯豊連峰が霞む。見事な眺望に歓声が上がるが、黄色に染まってい

るはずの湿原一帯は緑の絨毯。最盛時期より 1週間早いだけなのに、花が咲いていないのではと少々不安に。 

 緩やかなﾌﾞﾅ林の登山道を森林浴を楽しみながら、雄国沼に向けてのんびり下って行くと北岸に降り立ち、

湖岸を反時計方向に 10分ほど進むと立派な雄国沼休憩舎に到着。ここでﾄｲﾚ休憩し、ﾆｯｺｳｷｽｹﾞ咲く湿原に向か

う。この辺りまで来るとﾊｲｶ-だけでなく、この時期ｼｬﾄﾙﾊﾞｽが運行されている西側の金沢峠を下ってきた観光

客の姿も多い。 湿原に降り立つと、心配していたﾆｯｺｳｷｽｹﾞが見事に咲き誇り、まだ全面とはいかないが黄色

の絨毯に喜びの歓声が上がる。花と景色を愛でながら木道をゆっくり一周し、通行の邪魔にならない場所に陣

取ってしばしﾆｯｺｳｷｽｹﾞと雄大な景色、湖面を渡って爽やかに吹く風の匂いを感じながら、おしゃべりとｴﾈﾙｷﾞﾁ

ｬ-ｼﾞを楽しみながらのひと時。ﾆｯｺｳｷｽｹﾞの他、ﾜﾀｽｹﾞ、咲き残りのﾚﾝｹﾞﾂﾂｼﾞ、咲さ始めたﾋｵｳｷﾞｱﾔﾒが目に付い

た。また、湖岸には、ﾀﾆｳﾂｷﾞ、ｻﾗｻﾄﾞｳﾀﾞﾝ、ﾍﾞﾆﾊﾞﾅｲﾁﾔｸｿｳ、ｴﾋﾞﾈﾗﾝ、ｱｽﾞﾏｷﾞｸ、ﾏｲｽﾞﾙｿｳ、ﾁｺﾞﾕﾘ等々の多くの花々。 

 ﾆｯｺｳｷｽｹﾞに後ろ髪ひかれる思いで別れを告げ、帰路を急いだ。宿泊先の休暇村に何とか 6:00pmまでに着き

たい。それにはﾊｲｴ-ｽの待つ雄子沢登山口に 5:30pmまでに到着したいと、かなり速足になったが、ｹﾞｽﾄ参加の

2 名を含め、みなさん遅れることなく、予定時間に無事下山。天気の良い今日と明日の予定を入れ替えたこと

で、今日の行程が苦しくなったが、私の読み通り、八方台から 5時間半で予定のｺ-ｽを回って無事下山できた。

日中ごった返していた駐車場もこの時間になれば 2,3台しか車はいない。ﾊｲｴ-ｽはこの先 2kmにある道の駅裏

磐梯の駐車場に止めおき、駐車場が空く、4:00pm 以降雄子沢駐車場で待機してもらっていた。 

 ﾊｲｴ-ｽに乗って 10分強で、檜原湖東岸の広大な敷地に建つ休暇村裏磐梯に到着。夕食は 6:30pm開始でお願

いし、早速温泉で汗を流す。3階の部屋からは、磐梯山の壮絶な爆裂火口の景観が一望され、広大な芝生の庭

には雉が 2羽、3羽と遊ぶ姿が可愛い。夕食は、宴会場にｾｯﾄしてくれた席ではあるが、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞなので、各自

ｾﾙﾌｻ-ﾋﾞｽで料理を調達しなければならないところが難点だ。特別びっくりするような料理はなかったが、一つ

上げるとすれば、会津の郷土料理「こづゆ」ぐらいかも・・・それでもみなさん乾杯のﾋﾞ-ﾙに酔い、腹いっぱ

い食べたようだ。夕食後、そして翌朝と温泉をゆっくり堪能したﾒﾝﾊﾞが多かった。露天風呂のみが、自家源泉

ﾅﾄﾘｳﾑ・硫酸塩･炭酸水素塩/弱ｱﾙｶﾘ性の源泉かけ流しで、褐色の濁り湯。内風呂は加水・循環の透明の温泉。 

◆7/01(日)： 早朝 5 時頃までは磐梯山がくっきり見えたのに、6:00pm頃になると頂上付近は雲に隠れた。

早朝、付近を散歩するﾒﾝﾊﾞも。朝風呂も入り、しっかり朝食ﾊﾞｲｷﾝｸﾞも食べて 9;00am出発。ｸﾞﾗﾝﾃﾞｺｽｷ-場の中

の林道を登るという今日のｱｸｾｽ道。入口がすぐ見つからず教えてもらった。ｽｷ-ｹﾞﾚﾝﾃﾞの悪路を登り、さらに

西に進むこと 12分で、目的地のデコ平湿原入口駐車場に到着。車高の低い乗用車でここに入るには勇気がい

る(車の腹を擦る)。林の中を 10 分も登るともうﾃﾞｺ平湿原だ。古い木道を反時計方向に進むと、こんな藪っぽ

い山奥にこんな広大な湿原があるとは思えないほど広大な湿原に一面ﾜﾀｽｹﾞの白い穂が揺れている。感激感

激！山を 20 年やっているが、こんな素晴らしいﾜﾀｽｹﾞの群落は初めてとﾍﾞﾃﾗﾝﾒﾝﾊﾞ。そのうち青空が覗き陽が

射してきた。急いで雨具を脱ぎ、以後お世話になることはなかった。ﾌﾞﾅの原生林を抜けて名水百選の百貫清

水へ。池の底から湧く湧水をひしゃくで汲み、名水の味をかわるがわる堪能。樹林帯の急坂を早稲沢の谷底ま

で下りきったところが、幾筋にも分かれて 50m以上の落差で優雅に落ちる布滝だ。さらにひと下りしてＩｻﾝ待

つ早稲沢登山口に 12時半に到着。今日は 3時間のﾜﾀｽｹﾞ観賞とﾌﾞﾅ原生林の森林浴を心行くまで楽しんだ。 

 休暇村に戻り、山塩ﾗ-ﾒﾝの昼食。喜多方の太い縮れ麺に、北塩原村産の岩塩で味付けした透明の塩ｽ-ﾌﾟが絶

妙。汗まみれの身体を洗い、最後に源泉かけ流しの温泉をゆっくり楽しんで裏磐梯を後にした。雨がぽつぽつ

降り出し、やがて本降りに。事故渋滞と日曜日夕方の高速道渋滞に遭いながら、猪苗代 ICから約 6 時間かけ

て無事厚木に到着。ｹﾞｽﾄを含めた皆様から、今回の花と温泉三昧の湯った～り山行はとても良かった。また計

画してとの声を頂戴した。設定時期が良く､ﾆｯｺｳｷｽｹﾞとﾜﾀｽｹﾞの群落のどちらもﾊﾞｯﾁﾘ見られてﾗｯｷ-だった。 


